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➨㸰㸫㸰期の活動ィ⏬ 

 

㔜点分㔝 1㸸大学拡充ィ⏬の推㐍 

【基本方㔪:2】 
さらなる医⒪・⚟♴の⥲合大学化と㨩力づくり 

【基本方㔪:7】 
 教⫱の実㊶の場としての医⒪・⚟♴施タの展㛤 
【中期ィ⏬】2018年度-2020 年度 

1㸬新専攻分㔝のタ⨨、収容定員の増加、大学㝔┳ㆤ学分㔝のタ⨨、助⏘師ㄢ⛬の検ウと実
現へのプロセスの推㐍 

2㸬新専攻分㔝のタ⨨➼に伴う施タの改修と教⫱⎔境➼の改善に向けた取⤌ 
3㸬㝃属医⒪施タのタ❧と体制整備に向けた取⤌ 

㈐任⪅:水㇂ 史⏕㸦法人事務局㛗㸧 
分担⪅:山口 えり子㸦企⏬広報ㄢ㛗㸧、宮㷂 和⿱(⟶㈈ㄢ)、清水ィ㞝㸦医⒪⚟♴事業担当ㄢ㛗㸧 
事務局:企⏬広報ㄢ 

2019年度活動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ 活動ィ⏬内容 

㸯㸬新専攻分㔝のタ⨨、

収容定員の増加、大学

㝔┳ㆤ学分㔝のタ⨨、

助⏘師ㄢ⛬の検ウと実

現へのプロセスの推㐍 

①┳ㆤ学㒊┳ㆤ学⛉の入学定員を㸶㸮名から㸯㸮㸮名に定員増加
の⏦ㄳを⾜う。 

 
②医⒪、⚟♴の⥲合大学として、学㒊、学⛉、専攻の更なる充実を
図り、新タ、再⦅、その他のㄢ⛬、学⛉名⛠の変更などについて
検ウする。 

㸰㸬新専攻分㔝のタ⨨➼

に伴う施タの改修と教

⫱⎔境➼の改善に向け

た取⤌み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①教⫋員・学⏕からの提案も含めた「改善をせする⟠所」の☜ㄆ 
 を⾜う。 
 
②ヱ当⟠所における改善内容の検ウを⾜う。 

前期分 
・千代崎キャンパス実㦂実⩦棟✵ㄪ機器更改 
・千代崎キャンパス A ㅮ⩏棟✵ㄪ機器更改 
・ⓑ子キャンパス北㥔㌴場整備 
・ICT タ備サーバー・ネットワーク更新 
・千代崎キャンパス㹀ㅮ⩏棟㹁㹎㹓室更新 
 
後期分 
・ㅮ堂多┠ⓗトイレの整備 
・千代崎キャンパス受変㟁タ備更新 
・学内一㒊ドアのバリアフリー化 

㸱㸬㝃属医⒪施タタ❧に

向けた╔実な取⤌ 
 

大学㝃属㝔タ❧に向け、下グの取り⤌みを⾜う。 
①床ㄆ可に向けた┴医⒪保健㒊との折⾪ 
②学内カリキュラム検ウ協㆟ 
③㝃属医⒪施タㄆ可に向けた文㒊⛉学┬との協㆟ 
④文㒊⛉学┬への寄㝃⾜為変更⏦ㄳ手⥆および㛵㐃協㆟ 
⑤各㛵係機㛵とのㄪ整協㆟ 
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➨㸰㸫㸰期の活動ィ⏬ 

 

㔜点分㔝 2㸸大学広報の強化と入学⪅受入れの改善 

【基本方㔪:2】 
 さらなる医⒪・⚟♴の⥲合大学化と㨩力づくり  
【基本方㔪:3】 
 戦␎ⓗ広報の展㛤 
【中期ィ⏬】2018年度-2020 年度 
㸯㸬広報活動の強化および大学ブランド力を向上させる情報Ⓨ信 
㸰㸬アドミッション・ポリシー沿った学⏕☜保の実現と入学に┤⤖する広報活動の強化と入ヨ制度の

検ドと改善 

㈐任⪅:㛗村 洋一 
分担⪅: 小山 尚樹㸦入学ㄢ㛗㸧、山口えり子㸦企⏬広報ㄢ㛗㸧 
事務局:入学ㄢ 

2019年度活動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ 活動ィ⏬内容 

㸯㸬広報活動の強化および

大学ブランド力を向上さ

せる情報Ⓨ信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 効果ⓗな広報戦␎の PDCA実施 

「大学広報㸦企⏬広報ㄢ㸧と学⏕募㞟広報㸦入学ㄢ㸧、就⫋先広報㸦就

⫋㺃キャリア支援ㄢ㸧との㐃携と双方の充実化を図る」 

㸯㸬2020年 3月までに、ターゲットの分析を⾜う。 

㸰㸬2020年 3月までに、広告広報の㈝⏝対効果の測定をする。 

㸱㸬2020年 3月までに、広告媒体のぢ┤しを⾜う。 

 

②大学ブランド力アップのため、大学の取り⤌み・教⫱や◊✲の成果・

地域㈉献活動➼の内容を✚極ⓗにⓎ信する 

㸯㸬メディア戦␎の構⠏ 

・㝶時、新⪺・テレビ・ラジオなどのマスメディアを利⏝した 

プレスリリースや広告・PR活動を⾜う。 

㸰㸬大学ホームページの充実化 

 ・新╔情報Ⓨ信への㎿㏿な対応 

 ・What's new の情報更新㸦㝶時㸧 

 ・コンテンツのぢ┤しおよび拡充 

   作業⒪法学専攻の㡫を㏣加 

㙀灸スポーツトレーナー学専攻の㡫を㏣加 ➼ 

 ・入学予定⪅向けサイトの新つ制作㸦本学に合格した受㦂⏕向けサイト㸧 

 ・webマガジンの新つ作成を検ウ 

 ・◊✲振⯆ㄢ㛵㐃と♫会㐃携◊✲センターのサイト⤫合に向けての 

企⏬タィ 

㸱㸬公式 SNSの㐠⏝強化 

 ・㓄信内容や㢖度のぢ┤し 

 ・SNSの特性を活かした活⏝法⪃案㸦タイムラインの活⏝ ➼㸧 

 ・友だちⓏ㘓やフォローの促㐍方法を検ウ㸦チラシ㓄布場所工夫 ➼㸧 

㸲㸬⣬媒体・動⏬などを利⏝した情報Ⓨ信 

・大学⤂介動⏬のリニューアル㸦新つ制作㸧 

   オープンキャンパスで使⏝、大学ホームページでの公㛤 
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 ・「SUMS News」のⓎ⾜㸦⥅⥆㸧 

 ・法人パンフレットのリニューアル㸦2019年度版㸧 

 ・広報ラックのタ⨨㸦⥅⥆ⓗに刊⾜物や掲㍕⣬を PR㸧 

 

③大学ポートレートへ⥅⥆ⓗに参⏬する 

㸯㸬大学㐠営の現状に㛵する情報公㛤の充実 

㸰㸬✚極ⓗな更新 

㸰㸬アドミッション・ポリ

シーに沿った学⏕☜保の

実現と入学に┤⤖する広

報活動の強化と入ヨ制度

の検ドと改善 

①㧗➼学校との㐃携強化を⥅⥆する。 
㸯㸬㧗校での㐍㊰ガイダンスや模擬授業への参加・実施をこれまで以上

に増やして⾜く。 
㸰㸬㧗校㸯、㸰年⏕を対㇟としたキャリア教⫱・探求活動への✚極ⓗサ

ポートを⾜う。 
 

②医⒪⣔⫋⬟団体との㐃携強化を㐍める。 
各⫋⬟団体➼が主催する㧗校⏕向け⾜事への✚極ⓗ参加を㐍める。 

 
③㸰㸮㸰㸯年度入ヨに向け、入学⪅㑅抜方法の検ドを⥅⥆する。 
㸯㸬㸰㸮㸰㸯年度新入ヨ制度に向けた具体ⓗ方㔪を提♧する㸦㸰㸮㸯㸷

年㸯㸮月までに方㔪提♧する㸧 
㸰㸬学㒊・学⛉ごとに各㑅抜区分の募㞟状況や入学⪅の学力➼を把握し、

㸰㸮㸰㸯年度入ヨに向け改善を㐍める。 
㸱㸬㧗校別の志㢪、入学状況、イベントへの参加状況を分析し、広報活

動と㑅抜方法へのフィードバックを㐍める。 
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➨㸰㸫㸰期の活動ィ⏬ 

 

㔜点分㔝 3㸸教⫱内容の充実 

【基本方㔪:1】 
 教⫱の㉁の向上と到㐩度㔜どの教⫱、㠃倒ぢのⰋい教⫱サポート体制の☜❧ 
【基本方㔪:2】 
国家ヨ㦂対応の教⫱を基┙としつつ、♫会の求める㧗いレベルの医⒪人教⫱の実現 

【中期ィ⏬】2018年度-2020 年度 
1㸬教⫱の㉁ⓗ向上を┠指す新しい仕⤌みの☜❧ 
2㸬学⏕に合わせた到㐩度㔜どの教⫱を推㐍 
3㸬㠃倒ぢのⰋい教⫱、満㊊度の㧗い教⫱の実現に向けた取り⤌み 
4㸬学修サポートシステムの導入と活⏝ 
5㸬国家ヨ㦂や㈨格ヨ㦂に対応し全員合格を┠指す教⫱ 
6㸬医⒪人底力教⫱の充実Ⓨ展と多⫋✀㐃携教⫱の推㐍 

㈐任⪅:㙠す康㞝㸦教務・教⫱改㠉担当副学㛗㸧 
分担⪅:東ⱥ一㸦底力教⫱推㐍センター㛗・副教務委員㛗㸧、出屋敷喜宏㸦FD推㐍委員㛗㸧、 
    松永ひとみ㸦教務ㄢ㛗㸧 
事務局:教務ㄢ 

2019年度活動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ 活動ィ⏬内容 

1㸬教⫱の㉁ⓗ向上を┠指す 
新しい仕⤌みの☜❧ 

教⫱改㠉委員会、教務委員会、IR 推㐍室、FD 推㐍委員会、学⛉教⫱
㉁保ド委員会➼の各⤌⧊が㐃携しながら、全学の教⫱の改善、と共に
各学⛉の教⫱の㉁向上を図る。 
① 本学教⫱の基本ⓗ方向性と具体ⓗ施⟇の❧案実施 
◆ 教⫱改㠉委員会は、本学の教⫱全⯡にわたり、その基本ⓗな方

向性を定めると共に、㛗期▷期の教⫱実施に㛵わる具体ⓗな改
㠉を推㐍する。 

◆ 教務委員会は、教⫱改㠉委員会の意向を具体化し、各学⛉との
ㄪ整を図りながら、実⾜に⛣すための検ウを㐍める。 
 

②㹇㹐機⬟の充実とそれに基づく教⫱改㠉の推㐍 
 ◆㹇㹐推㐍室では、全学ⓗな分析を⥅⥆し、更に各学⛉に㹇㹐担当

教員を⨨き、具体ⓗな教⫱改善及び指導体制について検ウする。 
 
③教⫱の㉁を担保する体制の整備 
 ◆教⫱の㉁保ドを検ウする委員会㸦教⫱㉁保ド委員会㸧を学⛉内に

タ⨨し、カリキュラム⦅成、授業担当⪅、授業⟶⌮の方法、シラ
バスの整備などについて検ウし、実施する。 

 
④㹄㹂活動による教員意㆑の改㠉と授業改善の取り⤌み 
 ◆◊修会➼を実施し、教員の教⫱技⾡の向上に努める。 

◆㹄㹂推㐍委員会活動をホームページ➼で公㛤する。 
 
⑤教⫱実⦼や業務内容の情報公㛤 
 ◆教⫱実⦼や内容の新しい取り⤌みや特Ⰽある取り⤌みを HPその

他の手段でⓎ信する。 
 ◆教⫱・教務に㛵わるㅮ演会活動➼について、他の大学・▷大➼に

広報し、参加を促す。 
◆学⏕の学修状況ㄪ査や意㆑ㄪ査の⤖果➼に㛵する㞟ィ情報を公

㛤する。 
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2㸬学⏕に合わせた到㐩度㔜 
どの教⫱を推㐍 

学⏕のレベルや⌮ゎ度に合わせた、よく分かる授業、㌟につく授業を
┠指す。 
①「とことん分かるまで教⫱」 
 ◆クリッカーの使⏝または小ヨ㦂を㢖⦾に⾜うことで、リアルタイ

ムで学⏕のグ憶度や⌮ゎ度を☜ㄆしながら、授業を⾜える⎔境を
整える。 

 
②「何を教えたかではなく、何を㌟に付けたか教⫱」 
 ◆できるだけ学⏕参加型、アクティブラーニング型授業を取り入

れ、グ憶に残り㌟につく授業を⾜う仕⤌みを作る。 
◆「㌟に付けた教⫱」をホ価する仕⤌みを作る。特に到㐩度を㔜ど

したホ価方法の整備を⾜う。 

3㸬㠃倒ぢのⰋい教⫱、満㊊ 
度の㧗い教⫱の実現に向

けた取り⤌み 

他大学には┿似のできないきめ⣽かい個をぢ㏨さない㨩力ある教⫱
を実現する。成⦼不振学⏕への手厚い個人指導を含む指導と、一方で
一層㧗いレベルの学力と⥲合力を培う教⫱を⾜って、㧗い満㊊度が得
られるバランスの取れた教⫱を実施する。 
①基♏学力㣴成教⫱の充実 
 ◆学修サポートシステムを利⏝した基♏学力㣴成ためのリメディ

アル教⫱を学⛉ごとにその専㛛性に合わせた実施方法内容を検
ウする。㸦教⫱㉁保ド委員会㸧 

 
②成⦼不振学⏕の個別指導 
 ◆㸯年⏕早期㸦前期⤊了後㸧に各学⛉・専攻と㹇㹐推㐍室が協力し

て成⦼不振学⏕を抽出し、個別指導する。㸦教⫱㉁保ド委員会㸧 
 
③␃年学⏕のサポート体制の構⠏ 
  ◆特別␃年学⏕支援の新制度学⏕について、成果を検ドする。 
 
④㧗いレベルの学力と⥲合力を培うための教⫱ 
 ◆現在実施している事例と実㊶で学ぶ多⫋✀㐃携教⫱(チーム医⒪

教⫱)をより㉁の㧗い内容に㐍化させ、より多くの学⏕が履修で
きる体制を整備する。これにより医⒪人としての⥲合力を㣴う教
⫱を⾜う。 

 
⑤不合格⛉┠及び␃年を出さない教⫱に向けた取り⤌み 
 ◆各学⛉で新しい対⟇㸦␃年ゼロ作戦㹔㸰㸧により不合格⛉┠を減

らし、␃年学⏕を出さない方⟇を検ウする。㸦教⫱㉁保ド委員会㸧 

4㸬学修サポートシステムの 
導入と活⏝ 

新つに導入した学修支援システムを有効活⏝し、学⏕の⮬学⮬⩦を支
援する。 
①学修サポートシステムを利⏝した⮬学⮬⩦・演⩦の実現 
◆学修サポートシステムを活⏝した⮬学⮬⩦の仕⤌みを作り、全学

ⓗな活⏝を┠指す。 
 
②学修サポートシステムによるポートフォリオの活⏝方法を検ウ 

①  ◆学修サポートシステムによるポートフォリオの活⏝方法を教⫱ 
②   ㉁保ド委員会で検ウする。 

5㸬国家ヨ㦂や㈨格ヨ㦂に対 
応し全員合格を┠指す教 
⫱ 

本学の使命のひとつが優⚽な医⒪人の⫱成であり、国家ヨ㦂や㈨格ヨ
㦂に合格する教⫱が基本である。入学前、初年次教⫱、専㛛教⫱、最
⤊学年にわたり㈨格ヨ㦂を意㆑し一㈏した教⫱カリキュラムの構⠏
を┠指す。 
① 専㛛基♏⛉┠・専㛛⛉┠➼の授業の中での取り⤌み。 
 ◆基♏⛉┠や専㛛基♏⛉┠と専㛛⛉┠との⧅がりを㔜どし、その㛵
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係性を低学年と㧗学年の授業の中で┦互に両方向から意㆑した
授業を⾜う。㸦教⫱㉁保ド委員会㸧 

 ◆すべての教員が国ヨ問㢟に⢭㏻し、学⏕が授業の中で㔜せ事㡯を
⌮ゎし、グ憶することを完⤖する授業を実㊶する。 

 ◆国ヨに必せな最低㝈の▱㆑をグ憶させる授業を⾜う。ヨ㦂では、
学⏕の⌮ゎ度やグ憶度が☜ㄆできる問㢟を出㢟する。 

 
②国ヨ対⟇プログラムの作成と実㊶ 
 ◆各学⛉・専攻は、㸲年㛫㸦または㸴年㛫㸧を㏻して夫々の学年に 

ぢ合い整合性の取れた一㈏した国ヨ対⟇プログラムを作成する。 

 ◆各学⛉・専攻は、学年ごとに㌟に付けるべき㔜せ事㡯を⤠り㎸ん 
で、わかりやすくゎㄝする授業を実施する。 

6㸬医⒪人底力教⫱の充実Ⓨ 
展と多⫋✀㐃携教⫱の推 
㐍 

初年次教⫱としてのこれまでの実⦼に基づき、更に充実Ⓨ展させる。
また上⣭⏕向け実㊶ⓗ応⏝⦅である「多⫋✀㐃携教⫱」を充実させ、
♫会の求める㧗いレベルの医⒪人教⫱を実現する。 
①医⒪人底力教⫱のあり方と更なる教⫱内容のぢ┤し 

 ◆底力教⫱㸳年㛫の実⦼から、教⫱内容プログラムや㐠営体制にか

かわる問㢟点や改善点について検ウし、改善の具体⟇を⟇定し実

施する。 

◆学⛉混合クラスの⦅成による底力実㊶の授業など、医⒪・⚟♴の

⥲合大学としての本学ならではの医⒪人底力教⫱をⓎ展させ、♫

会の求める㧗いレベルの医⒪人㣴成教⫱を実現する。 

 

②多⫋✀㐃携教⫱(チーム医⒪教⫱)の推㐍 

 ◆他⫋✀⌮ゎと多⫋✀㐃携の必せ性と意⩏を学ぶ教⫱を推㐍し、医

⒪人としての⥲合力を㣴う教⫱として更にⓎ展させる。 

◆現在実施している事例と実㊶で学ぶ多⫋✀㐃携教⫱(チーム医⒪
教⫱) は多⫋✀協働と現場での実㝿を体㦂する教⫱であり、これ
をより㉁の㧗い内容に㐍化させ、多くの学⏕が履修できる体制を
整備する。 

 ◆多⫋✀㐃携教⫱は、医⒪人底力教⫱の仕上げとして、学⏕の将来
へのモチベーションを㧗め、医⒪実㊶のリーダーを⫱てる教⫱を
┠指して改㠉を㐍める。 
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➨㸰㸫㸰期の活動ィ⏬ 

 

㔜点分㔝 4㸸学⏕支援の強化 

【基本方㔪:1】 
 満㊊度の㧗い教⫱の推㐍 
【中期ィ⏬】2018年度-2020 年度 
1.国家ヨ㦂、㈨格ヨ㦂の合格率 100%を┠指したより効果ⓗな国ヨ対⟇指導方法の具体化および実施 
2.就⫋率 100%を┠指し、求人・求⫋側ともに⣡得できる就⫋の実現に向けた支援体制構⠏の取り⤌み 
3.学⏕の満㊊度向上に⧅がる学⏕⏕活支援体制の構⠏ 
4.大学⾜事、学友会活動、ボランティア活動への✚極ⓗな参加の促㐍と⮬主ⓗに活動する学⏕の⫱成  

㈐任⪅:㛗村 洋一㸦学⏕・♫会㈉献担当副学㛗㸧 
分担⪅:山㛛 徹㸦健康⟶⌮センター㛗㸧、大井 一弥㸦国家ヨ㦂対⟇ WG副委員㛗㸧、⥤㔝 ┾⌮㸦学⏕

┦ㄯ室㛗㸧、㇂口 弘㸦就⫋・キャリア支援ㄢ㛗㸧、勝⏣ ⬟成㸦学⏕ㄢ㛗㸧、⏣中 宏冶㸦ⓑ子
学⏕・就⫋ㄢ㛗㸧 

事務局:学⏕ㄢ 

2019年度活動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ 活動ィ⏬内容 

1㸬国家ヨ㦂、㈨格ヨ㦂の合格 

率 100㸣を┠指したより効果ⓗ 

な国ヨ対⟇指導方法の具体化 

および実施。 

 

●国家ヨ㦂 WGにて各学⛉、専攻における国家ヨ㦂対⟇を情報共有す

ることによって、各学⛉になかった新しい気づきが⏕まれ、新つ性

のある教⫱方法にトライすることが可⬟になる。 

・各学⛉が受㦂する国家ヨ㦂の特性を⌮ゎしたうえで、情報共有を図

る。㸦5月 8日 WG㛤催㸧 

・国家ヨ㦂に向けたモチベーションの⥔持・向上の方⟇について各学

⛉・専攻が構⠏してきた指導方法を WG でⓎ⾲し、従来の指導と比

㍑検ウを⾜う。㸦5月 8日 WG 㛤催㸧 

・現時点での各学⛉・専攻の国家ヨ㦂対⟇の㐍捗状況を共有し、今ま

での模擬ヨ㦂の成⦼➼を⪃慮したうえで、受㦂⪅の⤠り㎸みの基準

を☜ㄆし、受㦂予定⪅数のぢ㎸みを公⾲する。㸦11月初旬 WG㛤催予

定㸧 

2㸬就⫋率 100%を┠指し、求人・

求⫋側ともに⣡得できる就⫋

の実現に向けた支援体制構⠏

の取り⤌み。 

 

●⫋業㑅択において、広いど㔝を持たせる。 

・㣗に㛵して、幅広い就⫋先が⪃えられる⟶⌮栄㣴学専攻の学⏕や㈨

格ヨ㦂を必せとせず就⫋活動を⾜う学⏕に対して、3年時 3月まで

に学内での業⏺ㄝ明会を㛤催したり、会♫ぢ学へ引率する。 

 

●就⫋ヨ㦂対⟇の充実。 

・採⏝㑅⪃において、「一⯡常㆑ヨ㦂」「SPI ヨ㦂」「ㄽ作文ヨ㦂」➼の 

➹グヨ㦂が揮わず、合格に⮳らない場合が少なからずある。 

 具体ⓗな対⟇として、㸱年時 5月㹼6月に SPI対⟇ㅮ座、一⯡常㆑
ヨ㦂対⟇ㅮ座、11 月に小ㄽ文対⟇ㅮ座を実施する。就⫋先として人
気のある公務員㸦公❧㝔医⒪専㛛⫋含む㸧ヨ㦂受㦂対⟇として、
専㛛⫋も含めた公務員ヨ㦂の仕⤌みを⌮ゎさせる為に公務員ヨ㦂
対⟇予備校の担当⪅を招⪸し、それぞれのヨ㦂の仕⤌みや㞴易度を
具体ⓗにㄝ明してもらうと共に、個別┦ㄯも実施する。 

4 年⏕に対して、実⩦明けの 8月、就⫋活動最┒期の 9 月㹼10 月に

ㄽ作文模ヨを 3 回実施する。 
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●⸆学㒊 1㹼6年次⏕を対㇟とした学内個別企業ㄝ明会の実施 

㝔、⸆局、〇⸆メーカなど、⸆剤師を採⏝している企業を対㇟に、

⏦㎸制で実施する。2018年 8月から㛤始したが、参加する学⏕が

少ないため、学⏕にもㄪ査し参加⪅を増やせるような対⟇を検ウし

ていく。 

1㹼4年次⏕は、低学年キャリア教⫱の一⎔として早い段㝵から

業⏺をぢることで、⸆剤師としての働き方を▱り、学⩦へのモチベ

ーションアップに⧅げる。 

 5・6年次⏕に対しては、就⫋活動を⾜うにあたっての業⏺◊✲

とする。 

 

●⸆学㒊 5年次⏕を対㇟とした就⫋セミナーの充実 

キャリアビジョンを明☜にし、就⫋後のミスマッチを㜵いで♫会で

幅広く活㌍できるように就⫋活動で必せとされるど点を㣴うこと

を┠ⓗとする。年に数回就⫋ガイダンスとは別枠で希望⪅を対㇟と

した就⫋セミナーを実施する。 

 

●┳ㆤ学㒊 1㹼3年次⏕を対㇟としたマナーㅮ座の実施 

低学年から♫会人となっても必せとされる医⒪人としてのマナー

を㌟に付けることを意㆑付け、実⩦において実㊶できるようにす

る。 

 

●┳ㆤ学㒊における就⫋活動サポートに対する教員との㐃携の強化 

┴内外に問わず㝔の採⏝ヨ㦂が厳しくなっている。そのことから

教⫋員が一体となって㐃携を取りながら就⫋指導を⾜い、学⏕の就

⫋活動のサポートを強化していく。就⫋活動に対するㄆ㆑を⤫一す

るために、教員を対㇟とした勉強会を実施する。 

3-1㸬学⏕⏕活支援体制の強化- 

学⏕のせ望や状況を常に把握

し対応する体制の強化 

①学⏕アンケート➼を⥅⥆ⓗに実施し、学⏕から汲み上げた意ぢ・せ
望を、実㝿の学⏕支援へと反映さていくための取り⤌みを強化す
る。 

・アンケートを⥅⥆ⓗに実施し、分析する。 
・学友会⤌⧊との㠃ㄯ、⪺き取りを実施する。 
・卒業⏕へのアンケートを⥅⥆ⓗに実施する。 
・学㛗と学⏕との意ぢ交換会を定期ⓗに実施する。 

3-2㸬学⏕⏕活支援体制の強化- 

健康⟶⌮支援体制の整備㸦から

だ・こころ㸧 

 

①健康⟶⌮センターおよび各㛵係㒊⨫との㐃携強化 
・健康⟶⌮センターと各㛵係㒊⨫㸦ⓑ子保健室、両キャンパス学⏕ㄢ、                       
各学⛉担当教員㸧との㐃携強化により、よりスムーズな学⏕対応を┠ 
指す。 
 
②健康⟶⌮センターと学⏕┦ㄯ室との㐃携強化 
・健康⟶⌮センター、ⓑ子保健室および学⏕┦ㄯ室との㐃携により、
こころとからだの両㠃から学⏕の支援強化を⾜う。 
 
③学⏕┦ㄯ体制の向上㸦前年度の分析⤖果をもとに⾜う㸧 
・学⏕のニーズに対応するため、┦ㄯ時㛫、㛤室日などを再検ウする。 
・守⛎⩏務に㓄慮しつつ、必せに応じた㐃携を⾜う。 
・定期ⓗにこころの健康に㛵する情報をⓎ信する。 
 
④㞀がい学⏕支援 

・㞀がい学⏕に対する支援意㆑を㔊成するための取り⤌みの実施。 

3-3㸬学⏕⏕活支援体制の強化- ①⚟利厚⏕施タ、学内⎔境の充実 
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⚟利厚⏕と基本ⓗ⏕活指導 ・あいさつ㐠動、交㏻指導㸦大学周㎶、㏻学㊰、㥔㌴場、㥔㍯場㸧 
・各✀学⏕アンケートの⤖果を把握㺃㞟⣙し、検ウしていく体制の整
備を㐍める。 

・学⏕㣗堂の更なる充実に向けての取⤌みを⾜う。 
・㣗堂㐠営委ク業⪅との意ぢ交換会を実施する。 
 
②学⏕への㣗⏕活ㄪ査の実施及び栄㣴指導への展㛤を㐍める。 
・学⏕への㣗事ㄪ査を⥅⥆するとともに、その㣗事ㄪ査や健康デ断の

⤖果をもとに、学⏕の㣗⏕活改善につながる栄㣴指導への展㛤を㐍
める。 

4㸬ㄢ外・♫会活動の⮬主ⓗ参 

加への支援 

①学友会、クラブ・サークルの活動を支援。 
・学友会⤌⧊の⥅⥆ⓗ支援を⾜う。 
・クラブ・サークル活動の⥅⥆ⓗ支援を⾜う。 
 
②♫会㈉献活動への支援。 
・ボランティア情報の周▱を徹底し、学⏕が円滑にボランティア活動

に取り⤌めるよう支援する。 
・学⛉の特Ⰽを活かしたボランティア活動の企⏬をサポートし、実施

に⧅げる。 
 
③サムスポイント制度の周▱ 
・学⏕への✚極ⓗなサムスポイント取得への支援を⾜う。 
・ポスターの掲♧➼によりサムスポイント制度の周▱をはかる。 
・学位授与式・入学式・ガイダンスの機会➼を利⏝し、サムスポイン

ト㧗得点取得学⏕の⾲彰を⾜う。 
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➨㸰㸫㸰期の活動ィ⏬ 

 

㔜点分㔝 5㸸教⫋員の人材☜保と⫱成 

【基本方㔪:2】 
さらなる医⒪・⚟♴の⥲合大学化と㨩力づくり 

【基本方㔪:4】 
 次世代を担う教⫋員の㣴成とモチベーションの向上 
【中期ィ⏬】2018-2020 年度 
1.大学教員として┦応しい人材の☜保と⫱成 
2.⮬助努力を促しつつ FD➼による教⫱⬟力の向上に努め、次世代を担う教員が⫱つ⎔境の整備 
3.大学事務⫋員としての業務㐙⾜に必せな▱㆑・技⬟の修得、㈨㉁と⬟力の向上を図る 

㈐任⪅:㙠す康㞝㸦教務・教⫱改㠉担当副学㛗㸧 
分担⪅:出屋敷喜宏㸦FD 推㐍委員㛗㸧、水㇂史⏕㸦法人事務局㛗㸧、村⏣尚久㸦大学事務局㛗㸧、 

▮⏣智樹㸦人事・厚⏕ㄢ㛗㸧、松永ひとみ㸦教務ㄢ㛗㸧 
事務局:人事・厚⏕ㄢ 

2019年度活動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ 活動ィ⏬内容 

1㸬大学教員として大学の┠
標に㈉献できる人材を☜
保する審査方㔪・基準の
☜❧ 

 

①教員の採⏝・昇任に㛵する審査方㔪・基準を☜❧する 
 ◆学㛗・副学㛗会㆟は、本学の教⫱⌮念や教⫱┠標➼に則して、本

学の教員に求められる基本ⓗせ件を明☜にし、2019 年度末まで
に、学内に公⾲提♧する。 

 ◆本学教員に求められる基本ⓗせ件に㚷み、また本学が⨨かれた現
在の大学実情➼に㐺合した、教員の採⏝、昇任審査における新た
な審査方㔪・基準の原案を 2019 年度末までに審㆟し、全学に提
♧する 

 ◆教員の採⏝・昇任の新しい審査方㔪・基準を学内各層の合意を得
て、2019 年度末までにガイドラインを⟇定する。 

 
②教員役⫋⪅への◊修会を 2019年度末までに一回企⏬する。㸦SD㸧 

2㸬教員の教⫱・◊✲⬟力の
向上推㐍 

①教員の教⫱力㸦指導力㸧向上に向けた方⟇ 
◆ FD 推㐍委員会が教員の㈨㉁向上のための◊修会を⥅⥆ⓗに実施

し、向上できる⎔境を整備し、次世代を担う教員を⫱てる 
◆ FD マニュアル➨㸯号は、2019年 8月末には、全教員へ㓄布する。

2020年 1 月までに➨㸰号 FD マニュアルを㓄布する。 

3㸬大学事務⫋員としての 
業務㐙⾜に必せな▱㆑・
技⬟の修得、㈨㉁と⬟力
の向上を図る 

䙵教職員䛻対䛧䚸教⫱研究活動䜔大学⾜政䛻㛵䛩䜛様䚻䛺ㄢ㢟䛻対応䛩
䜛䛯䜑䛾学内䛷䛾研修会䜢実施䛩䜛䚹 
 
䙶研修会等䛾情報収㞟䛚䜘䜃検索䛾強化䜢図䜚䚸学外䛷㛤催䛥䜜䜛研修
会等䜈䛾参加䜢促㐍䛩䜛䚹 
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➨㸰㸫㸰期の活動ィ⏬ 

 

㔜点分㔝 6㸸◊✲機⬟の充実 

【基本方㔪:4】 
 次世代を担う教⫋員の㣴成とモチベーションの向上 
【基本方㔪:5】 
 外㒊㈨㔠の獲得と独創ⓗな◊✲ 
【中期ィ⏬】2018年度-2020 年度 
1. 本学独⮬に指導ⓗ❧場の教員を⫱てていくための大学㝔の充実と◊✲⪅の⫱成を促㐍する 

⤌⧊体制の構⠏ 
2㸬地域医⒪に㈉献できる独創ⓗな◊✲を㐍めるための◊✲⎔境の整備充実と外㒊㈨㔠の獲得 

㈐任⪅:川す正♸㸦大学㝔・◊✲担当副学㛗㸭⸆学◊✲⛉㛗㸧 
分担⪅:ⴱ原ⱱ樹㸦医⒪⛉学◊✲⛉㛗㸧、☾㒊⠜⏨㸦◊✲振⯆ㄢ㛗㸧、㛗㇂川ㄔ仁㸦大学㝔ㄢ㛗㸧 
事務局:◊✲振⯆ㄢ、大学㝔ㄢ 

2019年度活動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ 活動ィ⏬内容 

1. 本学独⮬に指導ⓗ❧場の
教員を⫱てていくための
大学㝔の充実と◊✲⪅の
⫱成を促㐍する⤌⧊体制
の構⠏ 

 
 
 
 

【大学㝔ㄢ】 
①本学在学⏕・卒業⏕の大学㝔入学を促㐍しするため、学内広報の強
化、及び同❆会、㛵㐃団体と㐃携した学㒊卒業⏕への情報提供強化
➼を⾜う。 

 ◆大学㝔ㄝ明会・┦ㄯ会を実施する。 
 

◆大学㝔⏕の◊✲活動などを学内広報ㄅやホームページを強化し、
大学㝔㐍学を促㐍する。 

 
②◊✲⎔境の整備を推㐍する。 
 ◆◊✲⎔境に㛵する教員及び学⏕満㊊度ㄪ査を実施する。 
 
③㉁の㧗い◊✲が出来るようになり、世⏺ⓗにインパクトのある◊✲
を増やす 

 ◆国㝿学会、国㝿ㄅへⓎ⾲するための支援の一⎔として㹄㹂ㅮ演会
を㛤催する。 

 
【◊✲振⯆ㄢ】 
④大学全体として、あるいは学⛉毎にその⬟力を伸ばすような㞟団
ⓗ・横断ⓗ指導体制を構⠏する 
◆2020年 3月までに、◊✲力の⫱成方法を検ウし、◊✲⪅に対する 

㞟団ⓗ・横断ⓗ指導と◊✲⎔境の充実を図る体制を構⠏する。 
 

⑤教員の◊✲力向上を┠指す 
◆2020年 3月までに、ⱝ手教員の◊✲を支援する方⟇について、副

学㛗㸦大学㝔・◊✲担当㸧の下に◊✲実施委員会を 3 回㛤催し、
検ウされた方⟇を 2020年 4 月から実施する。 

 

2. 地域医⒪に㈉献できる独

創ⓗな◊✲を㐍めるため

の◊✲⎔境の整備充実と

外㒊㈨㔠の獲得 

 

【大学㝔ㄢ】 
①各学⛉・各◊✲⛉・各分㔝に、独創ⓗな◊✲対㇟をタけ、共同◊✲
を㐍める体制を構⠏ 

 ◆大学㝔の◊✲指導教員を増やし、◊✲指導力の強化を┠指す。 
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②学内に◊✲指導⪅が求められない場合のために、他大学の◊✲に参
⏬する準備を整え、◊✲に⾜きワった場合には、それを打㛤するよ
うなアドバイスなどをする体制の整備。 

 ◆三㔜大学との㐃携協定に加え、㛵㐃大学や㝔⏕所属機㛵の◊✲指
導⪅を本学の⮫床教授として、委嘱する仕⤌みを整備する。 

 
【◊✲振⯆ㄢ】 
③東洋医学ⓗど点及び⸆㣗同源のほ点から本学の独創ⓗ◊✲を㐍める
ための◊✲⎔境の充実を図る。 
◆2020年 3月までに、◊✲ブランド化委員会で、㉸㧗㱋♫会におけ

る予㜵のための⸆㣗同源・東洋医学ⓗ◊✲拠点を構⠏し、2020
年 4月から学内外へ公⾲する。 

 
④⛉学◊✲㈝などの外㒊㈨㔠の⏦ㄳ率及び採択率をあげるための具体 
ⓗ方⟇を実施 
◆2019年度の⛉学◊✲㈝採択㢠㡰位 100位以内を┠指す。 
 
◆よりⰋい⛉学◊✲㈝⏦ㄳ書作成のための支援ㅮ⩦会を㛤催する。 
 
◆⛉学◊✲㈝などの外㒊㈨㔠の⏦ㄳ率及び採択率をあげるために、   
 教員ホ価システム㡯┠の◊✲㠃について、より充実させる。 
 

⑤◊✲倫⌮の☜❧と厳正な㐠⏝の実施 
 ◆学内つ⛬の整備と◊✲倫⌮・◊✲不正㜵止に㛵するㅮ⩦会ならび    
  に e ラーニングによる◊✲倫⌮教⫱の実施。 
 

 



13 

➨㸰㸫㸰期の活動ィ⏬ 

 

      㔜点分㔝 7㸸地域・⏘学官㐃携推㐍 

【基本方㔪:2】 
 さらなる医⒪・⚟♴の⥲合大学化と㨩力づくり 
【中期ィ⏬】2018年度-2020 年度 
1.♫会に対する情報Ⓨ信のための地域・⏘学官㐃携◊✲活動の推㐍 
2.学内◊✲の活性化に向けた地域・⏘学官㐃携◊✲活動の強化 

㈐任⪅:㕥木宏治㸦♫会㐃携◊✲センター㛗㸧 
分担⪅:☾㒊⠜⏨㸦◊✲振⯆ㄢ㛗㸧 
事務局:◊✲振⯆ㄢ 

2019年度活動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ 活動ィ⏬内容 

1㸬♫会に対する情報Ⓨ信

のための地域・⏘学官㐃携

◊✲活動の推㐍 

 

①┴・市⏫・企業・地域団体➼との㛫で⾜う◊✲に㛵する⏘学官㐃携
◊✲活動の推㐍 

◆地域・⏘学官㐃携に基づく企業➼との共同◊✲の✚極ⓗ推㐍 
 
◆SUZUKA ⏘学官交流会活動への参加による広報活動➼の推㐍 
 
◆みえメディカルバレー構想活動への参加による広報活動➼の推㐍 
 
◆みえライフイノベーションプロジェクト㕥㮵㛵㐃活動への参加 
 
◆三㔜┴⏘業支援センター活動への参加 
 
◆イノベーションジャパン㸦於㸸東京ビッグサイト㸧への参加による 

◊✲成果➼の✚極ⓗ広報の推㐍 
 
◆㕥㮵態⸆学◊✲会の⥅⥆ 

2㸬学内◊✲の活性化に向

けた地域・⏘学官㐃携◊✲

活動の強化 

①地域・⏘学官㐃携◊✲活動の強化に向けた方⟇の具体化 
◆♫会㐃携◊✲センター㐠営委員会の年㛫㸱回以上の㛤催 
 
◆♫会㐃携◊✲センター㹆㹎に◊✲シーズ㞟、地域・⏘学官㐃携活動 

成果の掲㍕ 
 
◆SUMS-NITS 医工㐃携◊✲会を年㛫㸰回以上の㛤催 
 
◆三㔜大学、㕥㮵㧗専➼との㐃携による共同◊✲や◊✲会への✚極ⓗ 

な推㐍 
 
②♫会㐃携◊✲活動の推㐍に向けた方⟇の検ウ 
◆㕥㮵医⒪⛉学大学・◊✲シーズ㞟 2020の刊⾜ 
 
◆㕥㮵医⒪⛉学大学・◊✲⣖せ 2019の刊⾜ 
 
◆◊✲シーズ㞟・◊✲⣖せの地域・⏘学官⤌⧊への✚極ⓗ㓄布 
 
◆入ヨ広報活動における㕥㮵医⒪⛉学大学・◊✲⣖せの活⏝ 
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➨㸰㸫㸰期の活動ィ⏬ 

 

㔜点分㔝 8㸸国㝿交流の推㐍 

【基本方㔪:2】 
さらなる医⒪・⚟♴の⥲合大学化と㨩力づくり 

【中期ィ⏬】2018年度-2020 年度 
1.グローバル化に向けた国㝿交流のための学内体制の整備と支援体制づくり 
2.各学⛉単位での学⏕の海外体㦂の機会の拡充、教員の国㝿対応力と国㝿ⓗなⓎ信力の強化 
3.欧⡿とアジア地域における保健・医⒪・⚟♴㡿域の学⾡・教⫱の交流拠点づくりの促㐍 

㈐任⪅:ⴱ原ⱱ樹㸦医⒪⛉学◊✲⛉㛗㸧 
分担⪅:☾㒊⠜⏨㸦◊✲振⯆ㄢ㛗㸧 
事務局:◊✲振⯆ㄢ 

2019年度活動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠              活動ィ⏬内容 

1㸬グローバル化に向け 

た国㝿交流のための学

内体制の整備と支援体

制づくり 

①学内国㝿交流拠点として国㝿交流室㸦仮⛠㸧タ⨨を大学に提案する。 
◆2020年 3月までに国㝿交流室タ⨨の┠㏵をつける。 
 
②学⏕・教⫋員の国㝿交流支援体制づくり。渡⯟手⥆きマニュアル作り、
安全情報、予㜵接✀などの情報提供、実施医⒪施タㄪ査などを整備す
る。 

◆2020年 3月までに、支援体制の中で実現可⬟なものについて、マニュ
アル化する㸦渡⯟手⥆き、デ断書作成や予㜵接✀実施施タなど㸧。 

 
③学内の各レベル㸦大学、学㒊、学⛉、個人㸧で実施されている国㝿協
力活動㸦学⾡、教⫱、その他㸧の現状ㄪ査の実施と、⥅⥆ⓗあるいは
ⴌⱆⓗに㐍⾜中のものがあれば、将来のⓎ展性を含めㄪ査を実施する。 

 
④国㝿交流活動の参⪃にするために、他大学の⤌⧊や活動をㄪ査する。 
◆学⏕の海外◊修実施校の中で大学㛫協定⥾⤖などによる定期ⓗ交流や
単位互換実施の状況をㄪ査する。 

2㸬各学⛉単位での学⏕ 

の海外体㦂の機会の拡 

充、教員の国㝿対応力 

と国㝿ⓗなⓎ信力の強 

化 

①国㝿対応力実㊶の場として、学⏕の海外◊修を実施している㙀灸サイ 
エンス、医⏝情報工、┳ㆤの㸱学⛉の活動を⥅⥆ⓗなものにする。 

 
②未実施の学⛉においても、教員と学⏕の一定数が海外体㦂することを 

┠標とする。 
◆2020年 3月までに㙀灸サイエンス学⛉、┳ㆤ学⛉以外の学⛉において、
教員と学⏕の一定数が海外体㦂をする。 

 
◆今年度はぢ㏦り予定の医⏝情報工学⛉は、㡑国の大学との交流が㏵切
れないような方⟇を検ウし、来年度の学⏕海外体㦂の実現を図る。 

3㸬欧⡿とアジア地域に 

おける保健・医⒪・⚟ 

♴㡿域の学⾡・教⫱の 

交流拠点づくりの促㐍 

①三㔜┴国㝿医⒪技⾡㐃携体制(M-MUSCLE)と㐃携し、国㝿交流を推㐍す 
る。 

◆三㔜┴国㝿医⒪技⾡㐃携体制(M-MUSCLE)の定期会㆟に参加して、情報
収㞟をするとともに、募㞟があれば、ⱥ国との┳ㆤ師・┳ㆤ学⏕◊修
プログラムに本学からの海外◊修参加⪅を☜保する。 

 
②本学活動として、㙀灸サイエンス学⛉㸦天津中医⸆大学など㸧、医⏝情 
報工学⛉㸦㡑国ソウル市漢㝧大学校㸧、┳ㆤ学⛉㸦⡿国ロサンゼルス 
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Biola 大学㸧の交流を⥅⥆させ、協定に基づく大学レベルの交流にレ
ベルアップしていく。 
 

③⸆学◊✲⛉ではコンケーン大学㸦タイ㸧との協定に基づく学⾡交流を 
推㐍する。 
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➨㸰㸫㸰期の活動ィ⏬ 

 

㔜点分㔝 9㸸大学活性化のための⥅⥆可⬟な⤌⧊体制改㠉 

【基本方㔪:4】 
 次世代を担う教⫋員の㣴成とモチベーションの向上 
【基本方㔪:6】 
公┈性と収┈性の両❧ 

【中期ィ⏬】2018年度-2020 年度 
 1.学㛗のリーダーシップのもとで、⤌⧊┠標㐩成のための PDCA サイクルの㉁の向上 
2.現場の⫋員の▱恵を⏕かした、⤌⧊・業務プロセスのぢ┤しによる効率化と㉁の向上 
3.教⫋員ホ価制度の㐺切な㐠⏝による教⫋員のモチベーション向上 
4.大学の危機全⯡に対して、教⫋員がⓗ☜に判断し円滑に対応できる危機⟶⌮体制の整備 

㈐任⪅:㇏⏣㛗康㸦学㛗㸧 

分担⪅:水㇂史⏕㸦法人事務局㛗㸧、村⏣尚久㸦大学事務局㛗㸧、勝⏣⬟成㸦学⏕ㄢ㛗㸧 

事務局:学⏕ㄢ、⟶㈈ㄢ、庶務ㄢ、人事・厚⏕ㄢ 

2019年度活動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬の㡯┠ 活動ィ⏬内容 

1.学㛗のリーダーシップの

もとで、⤌⧊┠標㐩成のた

めの PDCA サイクルの㉁の

向上 

◎各⤌⧊の┠標㐩成に向けて、各分掌の現状におけるㄢ㢟と┠標を明
☜化にし、全教⫋員が効果ⓗな㹎㹂㹁㸿サイクルを機⬟させる。 

◎㹇㹐推㐍室が教学データを収㞟して分析し、各学⛉にフィードバッ 
 クする活動を引き⥆き⾜い、更に可ど化をすすめる。 
 

2.現場の⫋員の▱恵を⏕か

した、⤌⧊・業務プロセス

のぢ┤しによる効率化と㉁

の向上 

現⾜の事務⤌⧊機⬟について検ドし、更なる機⬟の向上を図る。 

3.教⫋員ホ価制度の㐺切な

㐠⏝による教⫋員のモチベ

ーション向上 

教員ホ価取扱い基準及び⫋員人事⪃ㄢ取扱い基準に基づきホ価を実
施。 
実施した⤖果に基づき、ホ価基準のぢ┤しや処㐝に反映するに┦応し
くかつ整合性のとれた、よりⰋいシステムを構⠏するための検ドを⾜
う。 

4.大学の危機全⯡に対して、

教⫋員がⓗ☜に判断し円滑

に対応できる危機⟶⌮体制

の整備 

㜵災・危機⟶⌮委員会の活動を㛤始し、危機⟶⌮に㛵するㅖつ⛬・ガ
イドラインの☜ㄆ及び必せに応じたぢ┤しを㛵係㒊⨫に指♧し、ㅖつ
⛬のぢ┤しガイドラインの⟇定を⾜う。 
㸳チームを⦅成㸦⮬然災害⟶⌮・事業⥅⥆⟶⌮㸦BCP㸧㸭海外危機⟶⌮
㸭情報危機⟶⌮㸭◊✲危機⟶⌮㸭学⏕危機⟶⌮㸧し㐃携方⟇を検ウす
ることを┠ⓗとしてタ⨨した。 
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➨㸰㸫㸰期の活動ィ⏬ 

 

㔜点分㔝 10㸸㈈政基┙の充実 

【基本方㔪:6】 
公┈性と収┈性の両❧ 

【中期ィ⏬】2018年度-2020 年度 
㸯㸬㈈源☜保⟇の実㊶による安定ⓗな㈈政基┙の構⠏ 
㸰㸬⿵助㔠制度と大学のシーズを活⏝した外㒊㈨㔠の獲得推㐍 
㸱㸬効果ⓗな⤒㈝削減の推㐍 

㈐任⪅:水㇂史⏕㸦法人事務局㛗㸧 
分担⪅: ☾㒊⠜⏨㸦◊✲振⯆ㄢ㛗㸧、宮㷂和⿱㸦⟶㈈ㄢ㛗㸧、岩⏣善光㸦⤒⌮ㄢ㛗㸧、 

⤒㈝削減推㐍委員会 
事務局:⤒⌮ㄢ 

2019年度活動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ 活動ィ⏬内容 

㸯㸬㈈源☜保⟇の実㊶に

よる安定ⓗな㈈政基┙

の構⠏ 

収入拡大の検ウ・実施 

㸰㸬⿵助㔠制度と大学の

シーズを活⏝した外㒊

㈨㔠の獲得推㐍 

 

 

① 教員➼の◊✲活動に㈨するための㈈政基┙として、大学の◊✲シー
ズを基にした受ク・共同◊✲㈝や寄付㔠を獲得する。 
◆◊✲シーズ㞟を㖟⾜、商工会㆟所、三㔜┴⏘業支援センター➼に㓄布
する 

 
◆受ク・共同◊✲㈝や寄付㔠を獲得し、◊✲活動を活Ⓨ化させる 
 
② 教⫱◊✲タ備・⨨➼に㛵するィ⏬の実⾜上、各✀⿵助㔠制度に合
⮴する案件においては✚極ⓗな活⏝を推㐍する。 
 

㸱㸬効果ⓗな⤒㈝削減の

推㐍 

 

 

⤒㈝削減意㆑に㛵する啓Ⓨ活動 
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➨㸰㸫㸰期の活動ィ⏬ 

 

㔜点分㔝 11㸸4 つのポリシーの実㉁化 

【基本方㔪:1】 
満㊊度の㧗い教⫱の推㐍 

【中期ィ⏬】2018年度-2020 年度 
1㸬4 つのポリシーの⟇定と㐠⏝についてガイドラインに則した PDCA サイクルを実⾜ 

㈐任⪅㸸㇏⏣㛗康 
分担⪅㸸教⫱改㠉委員会、教⫱㉁保ド委員会 
事務局㸸教務ㄢ 

2019年度活動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ 活動ィ⏬内容 

1㸬4 つのポリシーの⟇ 
定と㐠⏝について

ガイドラインに則

した PDCA サイク

ルを実⾜ 

①㸲つのポリシーの㐠⏝に㛵する㹎㹂㹁㸿サイクルの仕⤌みを実⾜ 
◆ガイダンス➼で、教⫱┠標を㋃まえたディプロマポリシーを学⏕に
周▱する。 

◆ガイダンス➼で、カリキュラムポリシーを学⏕に周▱し、ディプロ
マポリシーとの一㈏性を☜ㄆし、教⫱ㄢ⛬が体⣔ⓗに⦅成されてい
ることを学⏕にㄝ明する。 

◆教⫱㉁保ド委員会でアドミッション・ポリシーと教⫱ㄢ⛬との整合
性を点検し、PDCA サイクルを回す。 

 
②ディプロマポリシーの㐩成度をチェックする仕⤌みを構⠏する。 

◆ディプロマポリシーの㐩成度をチェックするために、学⏕の学修成
果に㛵するアンケートを卒業前の㸲年⏕に対して実施し、IR 推㐍
室で㞟ィし、☜ㄆする。 

◆㞟ィ⤖果を各学⛉へ報告し、教⫱㉁保ド委員会で改善に活⏝する。 
 
③アセスメントポリシーについて、教⫱㉁保ド委員会で☜ㄆし、学⛉内

において必せな修正を⾜う。 
 
④教⫱㉁保ド委員会で検ウし、実施した内容を⮬己ホ価委員会で報告

し、☜ㄆする 

 

 
 

 


